
回答数 244 法人　／ 458 法人 （ 53.3 %）

●内訳

　①保育・こども園単独経営法人 105 法人

　②老人福祉施設単独経営法人 74 法人

　③障害福祉施設単独経営法人 33 法人

　④児童福祉施設単独経営法人 4 法人

　⑤高齢・障害複合経営法人 10 法人

　⑥高齢・保育複合経営法人 8 法人

　⑦その他（高齢・児童、高齢・障害、障害・児童等） 10 法人

計 244 法人

Ｑ１　現在、貴法人（施設・事業所）の実施している公益的な取り組みについて。

【Ｑ１-①】　主な取り組み分類についてお教えください。（複数回答可）

●各分野毎の特徴

群馬県社会福祉協議会
地域共生社会づくりにおける

社会福祉法人（施設・事業所）の公益的な取り組みに関するアンケート

集計結果（全体）

　保育・こども園分野は子育て支援や子どもの居場所づくりに取り組み法人が多く、高齢者分野は地域
住民の居場所づくりに取り組む法人が多くなっています。
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セ)その他

ス) わからない

シ) 複数法人・施設間連携

サ) 地域と連携しての防災・減災

コ) 生活困窮者支援

ケ) 学習・進学支援

ク) 総合相談窓口の設置

キ) 居住支援

カ) 地域のちょっとしたお困りごと支援

オ) 子どもの居場所づくり（こども食堂等）

エ) 地域住民の居場所づくり（サロン等）

ウ) 安否確認・見守り

イ) 就労支援

ア) 移動支援



セ）その他の内容

●（保育系）

・キッズスポーツクラブ（親子）　・子育て支援　　・園庭開放、育児相談　・未就園児の居場所づくり　・育児相談　

・小学生ボランティア、学童、子育て支援　　・子育て支援ＯＢ会　　・乳幼児の保育　　・地域との交流

・長寿会員との交流　　・子育て支援、老人会との交流会

●（高齢系）

・地域の方へのコミュニティー棟開放により自立支援につながる　　・介護予防フェスタ　　・介護技術向上

・認知症サポーター養成講座、施設無料開放　　・市民講座　　・老人会との交流　　・介護座談会の開催

・地域の人を対象とした介護体験、始動等　　・高齢者カフェ、独居老人旅行招待　　・介護相談

・高齢者買い物支援　　・グランドゴルフ大会の開催　　・地域住民との地域介護について考える機会

・地域の子どもたちを募っての自然体験プログラム等

●（障害系）

・県社協、市社協を通じて施設間連携　 　・共同生活援助　   ・啓発講座　 　・地区内道路草刈り

・地域の側溝清掃参加、餅つきまつり開放　　・手をつなぐ育成会の事務局

・発達の心配なお子さんとその親御さんを対象とした通園教室、アドバイス　

・農福連携＋保育所、小学校、農業体験        ・こども障害高齢の枠を超えた連携　

【Ｑ１-②】　①の取り組みに関しての対象者をお教えください。（複数回答可）

●各分野毎の特徴

オ）その他の内容

・家庭での介護者　　・卒園児　　・消防署、複数法人　　・農業者

・学生　　・子育て中の保護者　　・乳幼児と保護者

・子育て中の心配な親子　　・妊婦や子育て中の親子　　・未就園児と保護者

・地域役員、地域一部住民　　・施設の近隣住民　

　保育・こども園分野は子ども対象が圧倒的に多く、高齢分野は高齢者と地域住民全員が多く、障害分
野は障害者と地域住民全体が多くなっています。
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オ) その他

エ) 障がい者

ウ) 高齢者

イ) 子ども

ア) 地域住民全員



●各分野毎の特徴

ツ）その他の内容

・地域住民が高齢者世帯が多いため、子育てへの理解（保育系）　　・外国人との共生（高齢系）

・障害を持った方が地域で生活するための場所の不足（障害系）　　・外国人がルールを守れない（ゴミ出し等）（保育系）

・免許返納後の移動支援（高齢系）　　・空き家が増えている（高齢系）　　・福祉教育（高齢系）

　保育・こども園の分野では子育て支援や子ども居場所についての課題、高齢と障害分野では移動支援
についての課題を多く感じています。
　また、家族と接する機会の多い保育・こども園分野と障害分野では複合的な問題を抱える家族の課題
が多くなっています。

Ｑ2　貴法人（施設・事業所）の所在の地域で感じる課題についてお教えください。（複数回答可）

0 50 100 150 200

ツ) その他

チ) わからない

タ) ちょっとした困りごと、手伝い（電球交換、ゴミ出し

等）

ソ) 災害が発生した際の安否確認や避難誘導などの防災問

題

セ) 障害者の就労問題

ス) 成年後見等権利擁護

シ) 身元保証

サ) 複合的な問題を抱える家族の課題

コ) 生活困窮

ケ) 買い物や通院等の移動手段

ク) ＤＶ虐待の疑いのある世帯

キ) ひきこもり、ニート

カ) 青少年の健全育成、犯罪や非行

オ) 子育て支援

エ) 子どもの居場所

ウ) 子どもの学習支援

イ) 高齢者の住居問題

ア) 高齢者世帯（独居、老老）の増加



●各分野毎の特徴

ツ）その他の内容

・生活困窮：経済的　　・鳥獣被害

・アンケート等は実施していないが、ケアマネ、相談員を通しての課題把握

【Ｑ３-①】　どのような関わりの中で把握しましたか？（複数回答可）

●各分野毎の特徴

h）その他の内容　　

・独自のイベントにてアンケート（高齢系）　　・就職希望面接（障害系）

　把握したことがあるのは全体では34%ですが、分野別だと、障害分野と高齢分野はともに40%、保
育・こども園分野では20%となっています。

　３分野とも地域住民や自治会という住民からの関わりが多いですが、障害分野は自法人の提供サービ
スの中からの把握が他分野に比べて多くなっています。

Ｑ３　貴法人（施設・事業所）で提供しているサービスや支援では対応できない地域課題を把握したこ
とがありますか？

ア）把握したこと

がある

35%

イ）把握したこと

はない

64%

ウ）その他

1%
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ｈ) その他

ｇ) 社会福祉法人の地域ネットワークに参加したことから

ｆ) 行政との関わりから

ｅ) 社会福祉協議会との関わりから

ｄ) 民生委員・児童委員との関わりから

ｃ) 自治会・町会との関わりから

ｂ) 地域住民との関わりから

ａ) 施設・事業所が提供しているサービスを通して



【Ｑ３-②】　課題に対してどのような対応をしましたか？（複数回答可）

●各分野毎の特徴

●各分野毎の特徴

　取り組みの必要性を感じている割合は高齢分野が約90%、障害分野は約80%、保育こども園分野は
70%となっています。
　また、わからないと回答した割合は高齢分野は10%、障害分野は20%が、保育こども園分野は25%
となっています。

　対応状況ですが、３分野とも適切な専門機関につなぐが多いですが、障害分野は他の２分野に比べて
自法人の制度外での対応も多くなっています。

Ｑ４　地域共生社会づくりについての貴法人（施設・事業所）の今後の取り組みについてお教えくださ
い。
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ｇ) 特に何も対応しなかった

ｆ) 自施設・法人においてニーズに応じたサービスや事業

を開始して対応した

ｅ) 地域の住民等に相談した

ｄ) 福祉以外の関係者（医療、教育、就労等）と協議・対

応した

ｃ) 地域の福祉関係者と協議・対応した

ｂ) 適切な専門機関につないだ

ａ) 自施設・事業所において制度外で対応した

ア) 取り組む必要

がある

78%

イ) 取り組む必要

は特に無い

3%

ウ) わからない

19%

エ) その他

0%



【Q4-①】取り組む意味についてお答えください。（複数回答可）

i）その他の内容

・家庭での介護技術向上（高齢系）　　・子育て家庭へのケアにつながる（保育系）

・地域の方の力（支援）がとても大切であると自他共に理解し助け合える環境作りができる。（障害系）

・地域福祉向上のため（保育系）　　・地域福祉活動の充実（保育系）　　　・地域のためになる（障害系）

・未来を担うこどもの育ち、成長を応援・理解して欲しい（保育系）

・地域の一員として地域や地域住民と連携　　・協働して、安心できる地域を共に作っていくことができる（高齢系）

・地域共生は我々法人の責務、社会貢献（障害系）　　・複合的な課題の解決につながる（障害系）

・社会福祉法人としての地域に対する役割の実行（高齢系）

【Q4-②】地域共生社会づくりにおける公益的な取り組みについて、今後、貴法人として特に力を入れて
取り組みたいものがあればお教えください（複数回答可）
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ｉ) その他

ｈ) わからない

ｇ) 人材確保に役立つ

ｆ) 職員が組織を誇りに思うことにつながる

ｅ) 職員が働き甲斐を感じることができる

ｄ) 職員の資質向上、育成につながる

ｃ) 福祉以外の関係者（医療・教育・就労等）と関わりを

持つことができる

ｂ) 地域の福祉関係者と関わりを持つことができるように

なる

ａ) 地域の住民・関係者に施設・事業所のことを知っても

らえる
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ｎ) その他

ｍ) わからない

ｌ) 複数法人・施設間連携

ｋ) 地域と連携しての防災・減災

ｊ) 生活困窮者支援

ｉ) 学習・進学支援

ｈ) 総合相談窓口の設置

ｇ) 居住支援

ｆ) 成年後見等権利擁護

ｅ) 子どもの居場所づくり（こども食堂等）

ｄ) 地域住民の居場所づくり

ｃ) 安否確認・見守り

ｂ) 就労支援

ａ) 移動支援



●各分野毎の特徴

ｎ）その他の内容

・未就園児の居場所づくり、育児相談（保育系）　　・子どもと老人をつばげる活動（保育系）

・卒園児、卒子育て支援来園親子（保育系）　　・障害者の親無きあと相談の取り組み（高齢・障害系）

・地域のお年寄りとの交流（保育系）　　・他法人との交流、なんでも福祉相談（保育系）

ケ）その他の内容

・虐待防止等の重要なケアを必要とする子育て家庭への支援（保育系）　　・コロナ感染対策（高齢系）　

・本業として取り組んでいる事業の人、資金の延長で（保育系）　　・人材育成（高齢系）

Ｑ５　貴法人（施設・事業所）が今後地域共生社会づくりにおける公益的な取り組みをすすめるに当
たって課題となることがあればお教えください。（複数回答可）

　それぞれの分野で多かった取り組みは高齢分野では移動支援や安否確認、地域住民の居場所づくり、
保育こども園分野はこどもの居場所づくり、障害分野は就労支援が多いのが特徴となっています。

Ｑ６　貴法人として地域共生社会づくりにおける公益的な取り組みを進める上で、連携の必要がある機
関、団体等についてお教えください（複数回答可）
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ケ) その他

ク) 特に課題はない

キ) どのように取り組んだらよいのかわからない

カ) 住民や自治会等の地域の関係者と知り合う機会がない

オ) 多様な関係機関と連携、協働する機会がない

エ) 資金が不足している

ウ) 地域の課題に対応できる専門的な人材が不足している

イ) 施設、事業所内の事業で多忙であり、人手が足りない

ア) 地域のニーズがわからない
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コ）その他

ケ) 商工会議所

ク) 警察・消防

キ) 民間企業

カ) ＮＰＯ・ボランティア団体

オ) 民生委員・児童委員

エ) 教育委員会・学校

ウ) 市町村社協

イ) 市町村行政

ア) 自治会、町内会



●各分野毎の特徴

コ）その他の内容

・県議会、市議会議員　・他の社会福祉法人　　・家族を含めた一般住民の協力・理解

Ｑ7　貴法人は市町村域で設立される社会福祉法人や施設間の連絡会に参画しますか？

●各分野毎の特徴

エ）その他内容

●（保育・児童系）

・よくわからない　　　・同業種の交流はある。異業種での連絡会は不要　　　・会の方向性により参画したい

・現段階では判断できない　　　　　　　・すぐには難しい　

・内容などがわからないので判断できない　　　　・参画したいが人数、時間がない　

・多忙すぎて人手不足　　　　・参画したいが時間が無い

・どちらともいえない　　　　・参画する必要性は認識するが、人的資金的な課題有り

・参画して勉強する必要があるが、現状の忙しさがあり困難

・参画したいが連絡会の内容による（児童系）

●（高齢系）

・検討中　　　　　・概要を確認したい

・時間があればときどき参画　　　・要検討（地域的な問題）　　・状況によって

●（障害系）

・連絡会の活動内容による

　それぞれの特徴としては、保育こども園は教育委員会・学校の割合が多く、障害分野では民生委員・
児童委員の割合が他の２分野よりも少なくなっています。

　高齢分野は約60%が参画希望（既に参加しているは34%と合わせて94%）、障害分野は38%（す
でに参画している48%と合わせて81%）、保育こども園は36%（既に参画している39%と合わせて
75%）となっています。

ア) 参画したい

45%

イ) 参画する必要はない

3%

ウ) 既に設置され

ており、参画して

いる

38%

エ) その他

14%



●各分野毎の特徴

オ）その他の内容

・災害発生時に地域で助け合えるまとめ役になって欲しい（保育系）

・他地域の取り組み等、情報提供をして欲しい（障害系）

・まず現場の理解から（保育系）

・生活困窮においては市から委託を受けている前橋社協の情報発信が重要。その役割を発揮して欲しい。（高齢系）

・地域のまとめ役としての本来の力を更に発揮して欲しい。（高齢系）

・地域福祉活動計画の着実な実行と評価（保育系）

・基幹相談支援事業所としてより公益的な役割を担っていただくことを望みます。（障害系）

　３分野とも市町村での支援のまとめ役となって欲しいが１番多い結果となりました。

Ｑ８　貴法人として地域共生社会づくりにおける公益的な取り組みを進める上で、市町村社会福祉協議
会に望むことについてお教えください（複数回答可）
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キ) わからない

カ) 特に期待していない

オ) その他

エ) 地域共生社会づくりや公益的な取り組みに関する研

修を行って欲しい

ウ) 複数法人での取り組みを行う際の事務局になって欲

しい

イ) 市町村での支援のまとめ役となって欲しい

ア) 住民のニーズ、地域のニーズを教えて欲しい


